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　秋の恒例行事となった、仲秋の名月鑑賞会。心地良い
初秋の冷え込みの中、今年も山崎光の郷で開催しました。
会場の庭園を優しく照らしたのは、灯りアートの作品た
ち。斬新なデザインのものから、自然素材を生かした竹
作りのものまで、いずれも幻想的な作品ばかりです。
　京都市立芸術大学の学生たちによるコンサートでは、
オーボエ、トロンボーン、コントラバスによって奏でら
れるクラシックの名曲やジブリのメドレーに、聴衆も手
拍子。続いて行われた、アルパ（ラテンハープ）とラテ
ンギター、アコーディオンの編成によるライブでは、軽
快なラテンのリズムと哀愁漂うメロディーに、会場の皆
さんはうっとりと聴き入っていました。

　８月10日から９月15日まで開催された第64回城陽市長
旗杯争奪大会に出場した大山崎スポーツ少年団野球クラ
ブが、４年生以下を対象とするＣの部で優勝。予選リー
グ２試合、決勝トーナメント４試合を全勝で制し、見事
出場26チームの頂点に立ちました。
　ちなみに６年生以下を対象とするＡの部でも、出場51
チーム中ベスト８に入る健闘を見せました。
　プロ野球選手の卵がこの中にいるかも!?

幻想的な秋の一夜大山崎ＳＰ少年団野球クラブが栄冠

パズルでじっくり美術鑑賞

9/279/15

9/29

第19回仲秋の名月鑑賞会第64回城陽市長旗杯争奪大会

鑑賞ワークショップ「モネパズル」

　９月22日の早朝、秋の全国交通安全運動の一環として、
ＪＲ山崎駅前と阪急大山崎駅前で「駅前街頭キャンペー
ン」を実施。町長、向日町警察署長、地域の交通安全活
動推進委員の皆さんのほか、向日町警察署のマスコット
のクマさんなども参加し、通勤や通学で行き交う人々に
チラシや眠気覚ましガムなどを配布して交通安全を呼び
かけました。
　大山崎町では、交通死亡事故は平成16年７月25日を最
後に1,500日以上発生していません。これからも、この
記録を2,000日、3,000日と伸ばしていけるよう、皆さん
くれぐれも安全運転を心がけてくださいね。

運転にはゆとりとマナーを9/22
秋の全国交通安全運動「駅前街頭キャンペーン」

　京都造形芸術大学の学生たちが、地元の子どもたちに
作品の本質に触れるような美術鑑賞を体験してもらおう
と、アサヒビール大山崎山荘美術館で鑑賞ワークショッ
プ「モネパズル」を実施。大山崎小学校５年生の３クラ
スが参加しました。
　使われたのは、モネの「睡蓮」の原寸大複製を48分割
したパズル。最初、１人に１枚配られたそのパズルのピ
ースを見て、「何が描いてあるのか全然わからない。」と
言っていた子どもたちですが、じっくり鑑賞するうちに、
「池に見える！」「花と、丸い葉やと思う。」など、次第
に“何か”が見えてきたようす。
　その後、本物の「睡蓮」を改めて鑑賞して、いざパズ
ルの作成に挑むと、先生たちも驚くほどのスピードで完
成させました。「睡蓮」という一つの絵画を通じて、美
術と身近に触れ合った子どもたち。若く純粋な感性で、
一体どんなことを感じ取ったのでしょうか。
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　保存期限の過ぎた雑誌や不要になった
図書をお分けします。
とき＝11月２日日10:00～15:00
ところ＝中央公民館別館第２研修室

「えっ？本当?!　地図に隠れた日本の謎」
 浅井 建

けん

爾
じ

／著　紫紅社

「ばんごはんはねこざかな」
 わたなべ ゆういち／作・絵　フレーベル館

　「寺と神社はどっちが多い？」「沖縄県に塩水
の流れる川がある？」「なぜ東日本の人は豚肉
が好きで、西日本の人は牛肉が好きなのか？」
などなど、気になるテーマ満載です。

　りょうしにつかまったねこざかなたちは、い
ちばでうられることになりました。こんやのば
んごはんをかいにきたおばさんは、ねこざかな
をえらびました。このあとねこざかなは……

「本のリサイクル」のお知らせ

一　般　書 児　童　書

平日 10:00 ～ 16:30
土日祝 10:00 ～ 16:00

11月27日木

図書の貸出
・返却時間 

11月の
月末休室日

　

ま
ず
、
耳
の
不
自
由
な
人
が
普
段
ど
ん
な
こ
と

に
バ
リ
ア
を
感
じ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

近
づ
い
て
く
る
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
、
電

車
の
到
来
を
知
ら
せ
る
ベ
ル
な
ど
、
危
険
を
知
ら

せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
音
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、
役

所
や
病
院
な
ど
で
自
分
の
名
前
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
た
の
に
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
。
で
も
、
何
が
一

番
の
問
題
か
と
い
う
と
、
外
見
か
ら
は
耳
が
不
自

由
で
あ
る
こ
と
を
周
り
の
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
誰
か
に
話
し
か
け

る
と
き
、
そ
の
人
が
耳
の
不
自
由
な
人
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
話
し
か
け
ま
す
か
？　

き
っ
と
、

耳
が
聞
こ
え
る
こ
と
を
前
提
に
声
を
か
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
も
し
、
声
を
か
け
た
相
手

が
耳
の
不
自
由
な
人
だ
っ
た
ら
？　

返
事
が
な
く

て
、
無
視
さ
れ
た
と
勘
違
い
を
し
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
勘
違
い
が
、
誤
解
や
偏
見

を
招
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
、
声
を
か
け
る
相
手
が
耳
の
不
自
由
な
人
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
頭
の
隅
で
想
定
し

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

耳
の
不
自
由
な
人
に
声
を
か
け
る
と
き
は
、
肩

や
机
を
軽
く
叩
く
な
ど
し
て
振
動
で
知
ら
せ
る
。

そ
の
上
で
、
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
喋
っ
て
口
の

動
き
で
伝
え
た
り
、
紙
に
書
い
て
伝
え
た
り
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
の
方
法
を
上
手
に
使
え
ば
、
手
話
が
で
き
な
く

て
も
十
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
す
。

　

次
に
、
皆
さ
ん
は
内
部
障
害
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？　

内
部
障
害
と
は
、
身
体
の
内
部

の
障
害
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
膀
胱
・
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
の
機
能
障

害
を
指
し
ま
す
。
内
部
障
害
を
抱
え
る
人
の
中
に

は
、
周
り
か
ら
見
て
も
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
な
生

活
補
助
器
具
を
つ
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
多

く
の
場
合
、
や
は
り
外
見
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
せ
い
で
、
電
車
で
優
先
座
席
を
譲
ら
な

い
、
職
場
で
怠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
な
ど

の
誤
解
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆

に
、
酸
素
ボ
ン
ベ
な
ど
の
大
き
な
生
活
補
助
器
具

は
目
立
つ
の
で
す
が
、
そ
の
せ
い
で
好
奇
の
目
に

晒
さ
れ
る
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
―
。そ
れ
は
、

見
た
目
だ
け
で
人
を
判
断
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て

好
奇
の
目
で
見
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
２
点
は
、

す
べ
て
の
人
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
す
ね
。

皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
心
に
留
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▶▶▶▶第４回

耳の不自由な人、内部障害を
抱える人が感じるバリアとは？

「イタリア海洋都市の精神」
 　　陣内 秀信／著　講談社

「本物の京都　和の心体験」　 講談社
「夫婦一年生」　　朝倉 かすみ／著　小学館
「妃は船を沈める」
 有栖川 有栖／著　光文社

「資格の取り方全ガイド」 成美堂出版

「どんぐりハンドブック」
 岩藤 しおい　岩槻 秀明／著　いかだ社
「全ウルトラマン　バトル100超百科」
 講談社

「ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ガマ先生」
 水木 しげる／作　メディアファクトリー

「妖怪ナビルナ①～」
 池田 美代子／作　岩崎書店

耳
の
不
自
由
な
人
に
声
を
か
け
る

耳
の
不
自
由
な
人
に
声
を
か
け
る

と
き
は
、
肩
を
軽
く
叩
く
な
ど
し

と
き
は
、
肩
を
軽
く
叩
く
な
ど
し

て
知
ら
せ
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

て
知
ら
せ
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
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平
成
20
年
度

　

火
事
・
救
助
・
救
急
は

　

１
１
９
番

　

今
年
の
町
民
体
育
祭
は
、
後
半
に
か
け
て
次
第
に
秋
雲
が
広

が
る
し
の
ぎ
や
す
い
気
温
の
下
、
大
山
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
次
々
に
展
開
し
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

　

そ
の
３
日
後
に
は
、
平
成
21
年
末
竣
工
を
目
指
す
中
学
校
新

校
舎
の
起
工
に
あ
た
り
、
校
舎
を
隔
て
た
東
側
に
仮
設
さ
れ
た

会
場
で
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
権
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

実
現
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加
を

得
て
工
事
の
安
全
無
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。
当
分
の
間
、
工
事

の
進
捗
に
併
行
し
て
、
体
育
祭
な
ど
の
行
事
を
は
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
の
授
業
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
建
設
は
、
い
つ
の
時
代
も
地
域
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

一
大
事
業
で
し
た
。

　

大
山
崎
村
に
小
学
校
が
で
き
た
の
は
明
治
６
年
。
そ
の
後
も

夜
学
や
高
等
小
学
校
の
設
置
の
願
い
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

の
人
々
は
熱
心
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
心
を
砕
き
ま
し
た
。

　

長
年
の
念
願
が
実
っ
て
、乙
訓
地
域
で
２
番
目
の
中
学
校「
第

二
乙
訓
中
学
校
」
が
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
46
年
。
既
に
町
制

が
施
行
さ
れ
、
円
明
寺
な
ど
の
団
地
の
完
成
で
人
口
が
急
増
し

は
じ
め
た
頃
で
し
た
。
そ
の
後
、
名
称
は
「
町
立
大
山
崎
中
学

校
」
に
変
わ
り
、
名
実
と
も
に
町
の
中
学
校
に
な
り
ま
し
た
。 

　

小
さ
な
町
が
さ
ま
ざ
ま
に
子
育
て
の
拠
点
を
充
実
さ
せ
て
ゆ

く
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
支
え
で

す
。
新
し
い
中
学
校
が
地
域
に
と
っ
て
飛
躍
の
一
歩
に
な
る
こ

と
を
願
い
、
ご
一
緒
に
着
工
を
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い

② 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

① 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

（
消
防
法
お
よ
び
乙
訓
消
防
組
合
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
、
一
般
住
宅
へ

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
お
住
ま

い
の
住
宅
に
は
、
平
成
23
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）

② 

寝
具
や
カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用

す
る

③ 

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

④ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
の
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
っ
て
お
く

▼
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

① 

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
、
た
き

火
を
し
な
い

11
月
９
日
日
〜
15
日
土

11
月
9
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

１
１
９
番
は
、
消
防
に
緊
急
を
知
ら

せ
る
た
め
の
緊
急
回
線
で
す
。
消
防
の

業
務
に
関
す
る
こ
と
や
病
院
の
問
合
せ

な
ど
に
は
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
１
１
９
番
の
通
報
要
領

① 

火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
？

　

 「
火
事
で
す
」「
救
急
で
す
」
と
、
は

っ
き
り
。

② 

消
防
車
や
救
急
車
が
必
要
な
場
所

は
？

　

 

住
所
は
、
市
町
村
名
か
ら
正
し
く
。

住
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
目
印

に
な
る
大
き
な
建
物
や
公
園
、
交
差

② 

た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、

完
全
に
消
火
す
る

③ 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

④ 

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
許
可

を
受
け
る

⑤ 
た
ば
こ
の
吸
殻
は
完
全
に
消
す
と
と

も
に
、
投
げ
捨
て
を
し
な
い

⑥
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

問
＝
大
山
崎
消
防
署

点
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

③
ど
ん
な
状
況
で
す
か
？

　

 

火
事
や
事
故
な
ど
の
状
況
を
、
わ
か

る
限
り
正
確
に
。
興
奮
し
て
一
方
的

に
話
そ
う
と
す
る
と
、
か
え
っ
て
伝

わ
り
ま
せ
ん
。

④  

あ
な
た
の
お
名
前
、
電
話
番
号
は
？

　

名
前
と
電
話
番
号
を
は
っ
き
り
。

※ 

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

は
、
電
波
の
状
態
に
よ
っ
て
通
報
場

所
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
以
外
に
繋

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
、

電
話
が
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
ま

ま
お
待
ち
く
だ
さ
い

▼ 

「
救
急
車
は
必
要
な
い
が
、
診

て
も
ら
え
る
病
院
を
知
り
た

い
」
と
い
う
と
き
は
…

○ 

京
都
健
康
医
療
よ
ろ
ず
ネ
ッ
ト
（
京

都
府
内
で
診
療
中
の
救
急
医
療
機
関

な
ど
を
検
索
）

　

 

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.m
fi s.pref.

kyoto.lg.jp/　

※ 

「
お
気
に
入
り
」
な
ど
に
登
録
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す

○ 
京
都
府
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

（
電
話
の
音
声
案
内
で
、
診
療
中
の

救
急
医
療
機
関
な
ど
を
検
索
）

　

☎
・
ＦＡＸ
６
９
４
‐
５
４
９
９

○ 

（
右
記
の
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
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役場代表☎956-2101　保健センター☎953-3430　老人福祉センター「長寿苑」☎957-1860
社会福祉協議会☎957-4100　福祉センター「なごみの郷」☎957-4100

中央公民館☎957-1421　町体育館☎956-0567　歴史資料館☎952-6288
ふるさとセンター☎956-2310　大山崎消防署☎956-0119

　身近な生活相談から自立支援法の
ことなど、どんなことでもご相談く
ださい。（友人関係、生活リズムな
ど）町と契約している「キャンバス」
と「アンサンブル」の専門相談員が
相談を受けます。
とき＝11月13日木13:30 ～ 15:30
ところ＝役場１階第１会議室
相談員＝西野 美穂氏（「キャンバス」
事業長　社会福祉士）
青戸 享子氏（「アンサンブル」主任
精神保健福祉士／社会福祉士）
問＝福祉推進室社会福祉グループ
（内152）
乙訓障害者地域生活支援センター
「キャンバス」☎050‒7105‒8508（代）
地域活動支援センター「アンサンブ
ル」☎956‒2543（代）

　京都弁護士会の協力を得て、弁護
士による無料法律相談を実施しま
す。
とき＝11月21日金13:30 ～ 16:30
※１人20分程度。予約制
ところ＝役場１階相談室３
相談内容＝家、土地、金銭貸借、相
続、消費者被害など特に内容は問い
ませんので、気軽にご相談ください。
相談員＝京都弁護士会弁護士
対象＝町民
申込＝11月17日月8:30 ～役場１階
福祉推進室（５番窓口）にて先着順
で受付けます。
※電話申込も可
問・申込＝福祉推進室社会福祉グル
ープ（内153）

【府民無料法律相談もご利用くださ
い】
京都府が第２・４火に予約制で実施
しています。
府民相談室　☎414‒4236

　建設業界全体での退職金制度で
す。
加入できる事業主＝建設業を営む方
対象労働者＝建設業の現場で働く人
掛金＝日額310円
問＝建退共京都支部　☎231‒4161

とき＝11月８日・15日・29日（１日・
22日はお休み）
いずれも土14:00 ～ 16:00
ところ＝町体育館
対象＝高校生以上（町内・町外は問
いません）
参加費＝１回500円
※申込不要
問・主催＝生涯学習室スポーツ振興
グループ（町体育館内）

　しなやかで優しいリズムダンスを
してみませんか？　ボ－ルとセラバ
ンドを使った運動です。初めての方
も大歓迎です。
とき＝11月29日土
10:00 ～ 11:30（予定）
ところ＝中央公民館本館１階ホ－ル
講師＝水島 景子氏（健康・体力づ
くり事業財団健康運動実践指導者）
対象＝高校生以上
定員＝30名（先着順）
参加費＝30円
持物＝運動できる服装、室内用シュ
－ズ、タオル、飲み物、バスタオル
（敷物用）
協力＝リズムダンスサ－クル
申込期間＝11月１日土～８日土（月
は休館）
※ 保育あり。希望者は氏名と年齢を
下記まで（先着10名、無料）

問・申込＝中央公民館

　皆さんお誘い合わせのうえ、多数
ご声援ください。
とき＝11月９日日10:00 ～
（9:00 ～受付　9:30 ～開会式）
※雨天時は、11月16日日に延期
会場＝桂川河川敷公園
問・主催＝大山崎町体育協会（町体
育館内）

とき・ところ＝11月８日：町体育館
15日・22日：大山崎小学校（１日・
29日はお休み）
いずれも土18:00 ～ 20:00
種目＝卓球、バドミントンなど（会
場によって種目が異なりますので、
その都度ご確認ください）
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生100円（保険料込）
中学生以上200円（保険料込）
※申込不要、当日会場で受付
※ わくわくクラブおおやまざき会員
の方は会員証をご持参ください

問・主催＝わくわくクラブおおやま
ざき事務局（町体育館内）

　行政書士が、あなたの疑問にお答
えします。
※申込不要、無料
テーマ＝相続・遺言、公正証書、契
約書、示談書、内容証明、法人設立、
建設業許可、自動車登録、車庫証明
など
とき＝11月20日木13:30 ～ 16:30（毎
月第３木実施）
受付場所＝役場１階町民ロビー
※ 受付後、役場１階相談室で個別相
談

問＝政策推進室秘書広報グループ
（内312）

相　談

知っていますか？ 建退共制度 町民グラウンドゴルフ大会 障害のある方の生活相談
（身体・知的・精神）

わくわくサタデーナイト

暮らしと事業の行政相談会

合氣道ひろば

体験教室「リズムダンスに
トライ」

無料法律相談

スポーツ
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役場代表☎956-2101　保健センター☎953-3430　老人福祉センター「長寿苑」☎957-1860
社会福祉協議会☎957-4100　福祉センター「なごみの郷」☎957-4100

中央公民館☎957-1421　町体育館☎956-0567　歴史資料館☎952-6288
ふるさとセンター☎956-2310　大山崎消防署☎956-0119

※無担保・無保証人
問＝農業協同組合大山崎支店
☎956‒2135
経済環境室経済観光グループ
（内243）

　平和祈念事業特別基金では、いま
だ請求されていない恩給欠格者、戦
後強制抑留者、引揚者のご本人に、
「特別慰労品」を贈呈しています（遺
族は対象外）。
　請求書などは、役場１階福祉推進
室（５番窓口）に置いています。
※ 引揚者の対象は、終戦の日まで引
き続き１年以上外地で生活し、戦
後引き揚げてこられた家族全員で
す
請求期限＝平成21年３月31日
※ 未請求の方は早急に申請してくだ
さい
問＝独立行政法人平和祈念事業特別
基金　☎0120‒234‒933（月～金9:15
～ 17:15 土日 は休み）

　平成21・22年度に町が発注する公
共工事などの指名競争入札等に参加
するための資格審査申請を受付けま
す。
対象＝建設工事、測量・建設コンサ
ルタント業務等、物品購入等、委託
業務（役務）について、入札等に参
加を希望する方
※申請有効期間は平成21・22年度
申請書などの配布＝申請に関する要
項、手引き、申請書類は町ホームペ
ージに掲載しています。ダウンロー
ドして申請書類を作成してくださ
い。
申請方法＝12月１日月～ 10日水（当
日消印有効）に、申請書類を簡易書
留郵便で〒618‒8501（住所不要）大
山崎町総務室管財契約グループま
で。
※郵送以外不可
問＝総務室管財契約グループ
（内372）

　12月１日、全国で住生活総合調査
が行われます。この調査は、住生活
の安定・向上に係る総合的な施策を
考える上で必要となる基礎資料を得
るために、居住環境を含めた住生活
全般に関する実態や居住者の意向・
満足度などを総合的に調査するもの
で、５年毎に実施しています。11月
24日～ 12月７日に、統計調査員証
を持った調査員が世帯を訪問して調
査票を配布・回収しますので、ご協
力をお願いします。
調査期日＝12月１日現在
対象＝今年10月に実施された住宅・
土地統計調査の結果とかけ合わせて
集計を行うため、住宅・土地統計調
査に回答いただいた世帯から抽出さ
れた世帯（全国で約10万世帯）が対
象となります。
主な調査項目
○ 現在お住まいの住宅およびそのま
わりの環境の評価について

○最近の居住状況の変化について
○ 住宅の住み替え・改善の意向・計
画について

主管＝国土交通省
実施機関＝京都府、大山崎町
問＝まちづくり推進室都市計画グル
ープ（内251・256）

　下記の対象者の方は、平成21年10
月から、国民健康保険税の納付方法
が年金からのお支払いに変更になる
予定です。詳細は改めてお知らせし
ます。
対象＝世帯主も含めて65 ～ 74歳だ
けで構成される国民健康保険の加入
世帯の世帯主の方。ただし、一定の
要件を満たす方は、口座振替で納付
いただくこともできます（要手続）。
問＝町民生活室（内126）

　大山崎町の中小企業者が京都府中
小企業振興融資制度（小規模企業お
うえん融資）を京都信用保証協会の
保証を得て借り入れた場合、町が保
証料の一部を助成補助します。
対象＝次の要件すべてに該当する町
内の中小企業者（補助金は、保険料
支払い後、申請を受けて助成します）
① 本町に住所を有している方が、大
山崎町内の事業所で１年以上事業
を行い、かつ、継続してその事業
を営むことが確実と認められる
方。ただし、金融業、保険業、不
動産業、証券業、純享楽的風俗営
業を除く
② 認定時、前年度の町民税を完納し
ている方
③ 認定時、借入金の返済成績が良好
な方
対象となる借入金額＝2,500万円以
下
補助額＝借入金に対し保証協会が
徴収する保証料の1/2。ただし、平
成17年４月１日以降の借入分から、
その額が50,000円を超える場合は
50,000円。
補助対象期間＝保証期間内。ただ
し、平成17年４月１日以降の借入分
から、保証料を支払った日の属する
年度または翌年度。
申請＝町指定の申請書に京都信用保
証協会の保証決定・保証料の支払い
を証する関係書の写しを添えて下記
まで。
問・申請＝経済環境室経済観光グル
ープ（内243）

　原油価格などの高騰により厳しい
経営環境にある農業者に対し、緊急
支援を行います。
内容＝農業者が園芸施設栽培などの
燃料や肥料、農薬、資材の購入に必
要とする貸付資金の利子の一部を、
町と京都府が補給します。貸付限度
額は300万円、利子補給後貸付利率
は1.0％、償還期間は５年以内です。

住生活総合調査に
ご協力ください

「中小企業振興資金借入
保証料助成補助金」制度

「特別慰労品」を贈呈します
～恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆さんへ～

平成21・22年度の指名競争入札
等参加資格審査申請を受付

来年度から国民健康保険税
の納付方法が変わります

原油価格などの高騰に伴う農業者
への緊急融資のご案内
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日までに納付された国民年金保険料
額と、年内に納付が見込まれる場合
の納付見込額です。納付忘れなどが
ある場合でも、年内に納付すれば今
年分の控除として申告することがで
きます。
　ご家族の国民年金保険料を納付し
た場合は、その納付額の全額が納付
した方の所得税などの控除対象とな
りますので、このような場合は、年
末調整などの手続きの際にご自身の
社会保険料の額と合算して申告して
ください。
※ 年の途中から国民年金に加入した
場合など、10月２日以降に今年初
めて保険料を納付する方には、来
年２月初旬に同様の証明書が送付
されます

控除証明書専用ダイヤル
☎0570‒070‒117
（I P電話からは）☎03-6748-8882

　駅や駅周辺にご用の際は、町営駐
車場をご利用ください。
■町営ＪＲ駅前自動車駐車場
ところ＝ＪＲ宝寺踏切北側（字大
山崎小字竜光14番地２）
利用時間＝年中無休24時間
駐車料金＝１時間150円
収容台数＝52台
※ 踏切から左折での入場はできま
せん。また、ＪＲ宝寺踏切は、
大型車両通行禁止です。観光バ
スなどの大型車両の駐車場に
は、町体育館をご利用ください
（要予約）

■町営阪急駅前自動車駐車場
ところ＝ふるさとセンター北側
（字大山崎小字竜光３番地）
利用時間＝年中無休24時間
駐車料金＝１時間150円
収容台数＝36台
※ バイクは、阪急大山崎駅自転車
等駐車場（125㏄まで）または
ＪＲ山崎駅自転車等駐車場（大
型バイクも可）をご利用くださ
い。駐車は有料

問＝経済環境室（内247）

　毎週火、町立保育所の園庭を地域
の親子に開放しています。保育所の
子どもたちと一緒に散歩に行った
り、行事に参加したりできます。気
軽にご利用ください。
とき＝平成21年３月までの毎週火
10:00 ～ 11:30
対象＝未就学児とその保護者
問＝大山崎町保育所　☎956‒3397
第２保育所　☎957‒1120
第３保育所　☎957‒6091

　10月１日に審査会を行い、絵画（一
般）の部７点、絵画（少年）の部63点、
写真（一般）の部14点の、計84点の
応募作品の中から、部門毎に大山崎
町長賞（以下、町賞）、天王山をま
もる会会長賞（以下、天賞）、大山
崎町文化協会会長賞（以下、大賞）
および数点の佳作を選出しました。
入選作品は下記のとおりです（敬称
略）。
絵画（一般）の部
○町賞　「庭園の緑陰（大山崎山荘）」
 小梶 晃
○天賞　「新緑はえる天王山」
 松本 好雄
○大賞　「山崎山荘表門の春の風景」
 中川 芳男
絵画（少年）の部
○町賞　「三川合流」 一瀬 陸人
○天賞　「わが家から見た天王山」
 斉藤 和沙
○大賞　「妙喜庵の夏」 中村 諒太郎
○佳作　「青い空の下の電柱」
 平谷 奈々

○佳作　「夕方～夜の電柱」 森 春花
○佳作　「スゴイ電柱」 堀江 あゆみ
○佳作　「電柱」 波多野 麻由
○佳作　「電柱」 川嶋 遥
写真（一般）の部
○町賞　「家路」 蔦谷 信郎
○天賞　「晩秋」 神原 潔
○大賞　「朝の散歩」 松本 好雄
○佳作　「ポン菓子」 飯田 清
○佳作　「聖天参道」 稲葉 均
○佳作　「晩秋の装い」 今西 三男

【入賞作品を展示します】
とき＝11月４日火～ 21日金
ところ＝役場１階町民ロビー
問＝政策推進室秘書広報グループ
（内312）

　右京税務署では、給与の支払いを
する方のために、年末調整説明会を
実施します。
とき・ところ＝11月26日水13:30 ～
15:30　長岡京市立中央公民館市民
ホール（長岡京市天神4‒1‒1）
11月28日金10:00 ～12:00、13:30 ～
15:30　京都府中小企業会館２階大
ホール（西大路通り五条下がる東側）
※ 事前に送付します「年末調整のし
かた」などの説明書をご持参くだ
さい。また、会
場には駐車場が
ありませんの
で、公共交通機
関でお越しくだ
さい

問＝右京税務署（源泉所得税担当）
☎311‒6366

　国民年金保険料は、全額が社会保
険料控除（非課税）の対象です。年
末調整や確定申告で国民年金保険料
を申告する場合は、11月上旬に社会
保険庁から送付されます「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」
の添付が必要ですので、大切に保管
してください。
　証明内容は、今年１月から10月１

園庭開放をご利用ください

入賞作品が決定

―第19回ふるさとウォッチング
「絵」と「写真」のコンテスト―

年末調整説明会

町営自動車駐車場を
ご利用ください

年末調整・確定申告には「社会保険
料控除証明書」の添付をお忘れなく
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役場代表☎956-2101　保健センター☎953-3430　老人福祉センター「長寿苑」☎957-1860
社会福祉協議会☎957-4100　福祉センター「なごみの郷」☎957-4100

中央公民館☎957-1421　町体育館☎956-0567　歴史資料館☎952-6288
ふるさとセンター☎956-2310　大山崎消防署☎956-0119

ところ＝ＪＲ山崎駅前、阪急大山崎
駅前
内容＝ＪＲ山崎駅前または阪急大山
崎駅前の低木イルミネーションのデ
ザイン提案から装飾、撤去を行って
いただきます。
※ 詳細は、チラシ（商工会および役
場１階町民ロビーに置いていま
す）をご覧ください
賞金＝ＪＲ山崎駅前採用：50,000円
阪急大山崎駅前採用：30,000円
対象＝町民、町内各団体、グループ、
サークル、商店、企業
申込方法＝11月10日月までに応募用
紙を下記まで。
※  応募用紙は、商工会ホームページ
（http://oyamazaki.kyoto‒fsci.
or.jp/）からダウンロードして
ください
問・申込・主催＝大山崎町商工会青
年部　☎956‒4600

　平成21年４月に大山崎町立小学校
へ入学する児童の健康診断を実施し
ます。保護者または代理の方が付き
添って、指定の小学校で必ず受診し
てください。なお、入学式までに転
出・転居予定の方や、特別支援学校
などへの入学を希望する方も、必ず
受診してください。
対象＝平成14年４月２日～平成15年
４月１日に生まれた児童
とき＝大山崎小学校：11月19日水
13:15 ～ 13:45 受付
第二大山崎小学校：11月26日水
13:15 ～ 13:45 受付
健診の内容＝内科、歯科、耳鼻咽喉
科、眼科など
※ 対象となる児童の保護者には10月
初旬に案内状を郵送しています。
案内状が届いていない場合や当日
やむをえず欠席される場合は、必
ず事前にご連絡ください
問＝学校教育室（内212）

　来年の干支「丑」のキリ絵を作成
します。初めての方にも丁寧に指導
します。
とき＝11月12日水9:30 ～ 15:00
ところ＝長寿苑大広間
講師＝山口 歳次氏（日本剪絵協会
認定講師）
対象＝町内に在住の60歳以上の方
参加費＝1,000円
持物＝カッター、マット、昼食
※ カッター、マットをお持ちでない
方には貸出します

※昼食は長寿苑でも注文できます
申込締切＝11月10日月
問・申込＝長寿苑

　動物パンをつくります。
※ 安全な国産小麦（北海道産）を使用
します

とき＝11月15日土
10:00 ～ 12:00（予定）
ところ＝中央公民館別館１階料理講
習室
対象＝幼稚園年長～小学生の子ども
とその保護者
定員＝12組（先着順）
講師＝加藤 朋子氏（ホ－ムメイド
協会講師）
持物＝筆記用具、エプロン、三角巾、
ハンドタオル、ふきん、持ち帰り用
の袋、鍋つかみ（あれば）
参加費＝１組500円
申込方法＝11月１日土～８日土（月
は休み）に、住所、氏名、電話番号、
子どもの学年を下記まで。
問・主催＝中央公民館

　親子で、まつぼっくりやどんぐり
を使った簡単で楽しい自然工作に挑
戦します。

とき＝12月６日土9:30 ～ 12:00
ところ＝中央公民館本館実習室
対象＝小学１～３年生の子どもとそ
の保護者
定員＝15組（先着順）
参加費＝100円
協力＝乙訓の自然を守る会
申込方法＝11月１日土～８日土（月
は休み）に、住所、氏名、電話番号、
子どもの学年を下記まで。
問・申込＝中央公民館

　町では、大山崎町バリアフリー基
本構想に定める重点整備地区内にあ
る公共施設（役場、中央公民館、長
寿苑）の具体的なバリアフリー化の
事業化計画を策定します。
　計画の策定にあたり、町民の皆さ
んの意見を最大限に反映させるた
め、ワークショップを開催します。
とき＝11月29日土13:30 ～ 16:00
※どなたでも参加していただけます
集合＝役場１階町民ロビー
定員＝10名程度
内容＝手すりやスロープの整備や改
修、誘導ブロックや車イス専用駐車
場、多機能トイレなどの整備案につ
いて、現地で確認を行います。
※ 内容は変更になる可能性あり
申込＝11月21日金までに電話、ＦＡ
ＸまたはＥメールで下記まで。
問・申込＝政策推進室政策企画グル
ープ（内313）
FAX 957‒1101
Ｅメール　kikaku@town.oyamazaki.
lg.jp

　12月１日から、恒例の「大山崎オ
ーキッド・イルミネーション2008」
をスタートします。昨年までのホー
ムイルミネーションのコンテスト
は、今年から「駅前イルミネーショ
ン・コンテスト」として開催します。

キリ絵特別講習

体験教室「楽しいパン作り」

体験教室「自然から学ぶ」

講座・教室

就学前児童の健康診断

バリアフリー関連ワークショップ
への参加者を募集

新企画「駅前イルミネーション・
コンテスト」参加者を募集

募　集

お知らせ
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　愛犬の健康相談に動物病院の先生
が個別に応じます。また、長寿犬表
彰もあわせて行います。
とき＝11月21日金13:30 ～ 15:00
ところ＝乙訓保健所２階講堂
※ 参加無料、申込不要。健康相談へ
の愛犬の連れ込みは不可

【長寿犬表彰】
　長い間犬を大切に飼育されてい
る、地域の模範となる飼い主を表彰
します。
対象＝乙訓地域に在住で、同一犬を
15年以上飼養し、犬の登録、毎年の
狂犬病予防注射を済ませている方
申込方法＝11月13日木まで（土日
は除く）に申請書（町経済環境室お
よび乙訓保健所に置いています）を
下記まで。
問・申込＝乙訓保健所　☎933‒1241
町経済環境室（内245）

－12月３日～９日は「障害者週間」－
　障害や障害のある人のことを知
り、身近なこととして考えてみませ
んか。
とき＝12月６日土14:00 ～
（13:30開場）
ところ＝中央公民館本館１階ホール
※入場無料、申込不要
主催＝町、社会福祉協議会、身体障
害者協会、知的障害者育成会
問＝福祉推進室（内154）

■新春狂言
とき＝平成21年１月10日土
18:30 ～（18:00開場）
ところ＝長岡京市立中央公民館市
民ホール
入場料＝2,200円
※全席自由。11月14日金発売
番組＝入間川、惣八、梟
※演目は変更の場合あり

■オペラシアターこんにゃく座公演
　オペラ「ピノッキオ」
とき＝12月21日日
15:30 ～（15:00開場）
ところ＝長岡京記念文化会館
入場料＝おとな3,500円　こども
（４歳～中学生）2,500円
※全席自由。発売中

問＝長岡京記念文化会館
☎955‒5711

とき＝11月15日土10:00 ～ 16:00
（受付は15:30まで）
ところ＝京田辺市立中央公民館（京
田辺市田辺丸山214）
内容
○ 福祉機器展（発達障害、知的障害、
肢体不自由の小児を主な対象とし
た福祉機器の展示、試用、機器説
明など）10:00 ～ 16:00

○ 講演会「親も子も一緒に変わって
いきたい～息子はイケイケパニッ
カー～」（高阪 正枝氏）13:30 ～
15:30

※ 講演会、託児は11月６日木までに
要申込

問 ＝京都府立こども発達支援センター
☎0774‒64‒6141

■速報展「倭人のムラを掘る」関連
　スライド報告と講演会
とき＝11月８日土14:00 ～ 16:30
内容
○ スライド報告「松田遺跡におけ
る弥生・古墳時代の集落」

　 －大山崎中学校の新校地の発掘
調査成果報告－

　講師＝町職員
○ 特別講演「古墳時代の集落遺跡
を考える」
講師＝菱田 哲郎氏（京都府立
大学文学部准教授）

○ トークセッション～座談会～
「乙訓の弥生・古墳時代の集落
から古代史を語る」
講師＝菱田 哲郎氏、町職員
司会＝梅本 康広氏（財団法人
向日市埋蔵文化財センター）

■第16回企画展「加賀正太郎とラン
　―よみがえる蘭の版画」関連講演会
　版画の摺師（すりし）の視点か
ら、近代版画の醍醐味と『蘭花譜』
の特徴を語っていただきます。
※実演あり
とき＝11月24日 13:30 ～
演題＝「木版画を摺る」
講師＝市村 守氏（市村一房堂摺
師）

（いずれも）
ところ＝ふるさとセンター３階ホール
※ 入場無料、申込不要。速報展・企
画展の入館料は別途

問＝歴史資料館

　トーナメント方式で行います。観
覧、応援での参加も大歓迎です。
とき＝１1月18日火10:00 ～ 15:00
ところ＝長寿苑訓練室
対象＝町内に在住の60歳以上の方
申込締切＝11月11日火
問＝長寿苑

みて、きいて、さわって、かんがえて
－福祉機器展＆講演会２００８－

長岡京記念文化会館から催しのご案内

ビリヤード大会

歴史資料館から催しのご案内 ワンワンセミナー

障害者週間記念行事
長編ドキュメンタリー映画「ありがとう」上映

催　し
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京都洛東と清水寺紅葉を訪ねて
－祇園・東山界隈～清水寺紅葉ウォーキング－

とき＝11月27日木
集合＝阪急河原町駅東改札口出口付近
　10:00（時間厳守）
コース（概略）＝河原町駅～建仁寺～
法観寺～清水寺（約４㎞）
※ 12:30頃解散して自由行動。昼食、
清水寺拝観は各自

服装＝ウォーキングできる軽装
持物＝水筒、雨具など
※ 参加無料（交通費、拝観料などは別
途）、申込不要。会員以外の参加も
歓迎

※ 当日早朝の天気予報で京都南部の降
水確率40％以上の場合は中止

主催＝町文化協会
問＝水守　☎956‒2255

ＮＰＯ法人おとくにパオから催しのお知らせ

■ オペラシアターこんにゃく座・音楽
ワークショップ
とき＝11月15日土14:00 ～ 16:00
ところ＝長岡京市立中央公民館　市
民ホール
内容＝12月公演「ピノッキオ」プレイ
ベント、体をほぐす体操と歌の体験
対象＝小学生以上
参加費＝1,500円
定員＝40名（先着順）
問・申込＝白倉　☎955‒4366

■絵本との出会いのひろば「ぱおぱお」
とき＝11月27日木10:15 ～ 11:30
ところ＝長岡京市きりしま苑
内容＝パネルシアター、ペープサー
トなどの催し、絵本についての交流
会

このコーナーへの掲載を希望される方は前月の５日
（５日が土日 の場合は、直前の平日）までに、政
策推進室秘書広報グループ☎956-2101(内312)まで。

対象＝未就園児とその保護者
参加費＝500円
定員＝20組（要予約）
申込方法＝11月13日木～電話で下記
まで。
問・申込＝三浦　☎955‒4366

ちびっこカーニバル

　工作・ゲームなどのコーナーや、「歯」
についての楽しい催しなどを行います。
とき＝11月９日日10:00 ～ 12:00
ところ＝中央公民館本館ホール
対象＝未就学児とその保護者
持物＝工作で作ったものを入れる袋、
靴を入れる袋
主催＝第１・２・３保育所保護者会連
合会、京都自治労連大山崎町職員組合
保育所部
問＝梅本　☎953‒9206
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総数 15,225人　（23）
男性 7,463人　（17）
女性 7,762人　（６）
世帯数 5,934世帯（17）

2008年10月１日現在（前月比）

町の推計人口と世帯数
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寄せ植え教室

　婦人会の地域交流活動として、ミニ
葉ボタンなど初冬の花の寄せ植え教室
を行います。
とき＝12月２日火13:30 ～ 15:00
ところ＝中央公民館実習室
参加費＝3,000円
申込締切＝11月15日土
問・申込＝井尻　☎956‒0031
　西畠　☎957‒3526

手作りの成人を祝う会
ボランティアを募集

　障害のある方の成人をお祝いする会
を、平成21年１月上旬に長岡京市民ホ
ールで行います。それまで、週１～２
回程度の会議や作業を手伝っていただ
けるボランティアを募集します。
　なお、来年度この会に参加を希望さ

伝 言 板みん
なの

れる方もご連絡ください。
問・申込＝奥村　☎954‒8780
,08コスモスフェスタ

とき＝11月２日日10:30 ～ 14:00
ところ＝円明寺が丘自治会館
内容＝各種リサイクルバザー、健康チ
ェック、美容相談、手作り小物展示・
販売、産直米のお昼ごはん、ぜんざい、
ケーキなど
主催＝新日本婦人の会
問＝池田　☎957‒4887

源氏物語を読む会

①とき＝11月11日火・25日火
　10:00 ～ 12:00
　ところ＝中央公民館会議室
　会費＝半年2,000円
　問＝後藤　☎957‒0795
②とき＝11月８日土10:00 ～ 12:00
　ところ＝長岡京市産業文化会館
　会費＝月700円
　問＝森　☎957‒2826

紅葉の西山三山ハイキング

とき＝12月２日火（雨天決行）
集合＝ＪＲ向日町駅　8:40
※臨時阪急バスに乗車
参加費＝1,200円
コース（概略）＝善峯寺～京青の森～
展望台（昼食）～楊谷寺～（バス移動）
～光明寺
※16:00頃、光明寺にて自由解散 
持物＝弁当、水筒、雨具
問＝京おとくに・街おこしネットワーク
　☎090-5165-8405

山桜会ハイキング

① 行先＝ハニワ工場公園、史蹟今城塚
古墳、西国街道散策（約８㎞）
　とき＝11月４日火（雨天中止）
　 集合＝ＪＲ長岡京駅　9:00（切符は
摂津富田駅まで）
② 行先＝保津峡、清滝、嵯峨野、嵐山
（約８㎞）
　とき＝11月18日火（雨天中止）
　 集合＝ＪＲ長岡京駅　9:00（切符は
保津峡駅まで）

問＝福田　☎957‒0418

大山崎俳句会（超結社俳句会）

とき＝11月５日水13:00 ～ 16:30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年3,000円
問＝川嶋　☎090‒4307‒5149

大山崎町秋季交流混合ダブルス
卓球大会結果

とき＝９月15日
ところ＝町体育館
主催＝大山崎町卓連協議会
結果
男子（１位）山本（２位）岩本（３位）藤井
　　（特別賞）原田
女子（１位）松永（２位）平野（３位）奥村
　　（特別賞）中村
※ 今回は硬式ボールの大会でした。次
回12月13日土の大会はラージボール
で開催予定です
問＝渡辺　☎957‒0964
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史
資
料
館

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
月
の
納
付

国
民
年
金
保
険
料
　
　
10
 月
 分
　
　
　（
12
月
１
日
月
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
６
期
分
　
　
　（
12
月
１
日
月
ま
で
）

介
護
保
険
料
 　
第
６
期
分
　
　
　（
12
月
１
日
月
ま
で
）

2
3
4

30
1

1
2
3

4
5

11
12

10
136
147

9 16
27

28
20

23
21

23
2417

18 25
19 26

11 月 の カ レ ン ダ ー

8 15 22 29

＝
休

○ふ
○歴
○体

＝
休

○ふ
○歴
○体

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公
＝
休

○歴
＝
休

○歴
＝
休

○歴

＝
休

○役

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○公
○老
○役

＝
休

○公
○老
○役

＝
休

○役

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○役
○老

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

＝
休

○ふ
○歴
○体

○公

振
替
休
日

勤
労
感
謝
の
日

図
書
室
休
室

文
化
の
日

　
民
地
に
生
え
て
い
る
樹
木
の
枝
や
葉
が
茂
っ
て
道
路
上
に
は

み
出
し
、
通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
特
に
、
雨
の
日
は
枝
が
垂
れ
下
が
り
、
危
険
で
す
。
土
地

の
所
有
者
は
、
は
み
出
た
枝
を
剪
定
す
る
な
ど
、
樹
木
を
正
し

く
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

～
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
～

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0
～
11
:3
0

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

　
役
場
１
階
相
談
室

　
13
:3
0
～
15
:3
0

長
寿
苑
一
般
利
用
中
止

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
9:
00
～
17
:0
0

　
10
/3
1ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
経
済
環
境
室
　
8:
30
～
11
:0
0

　（
毎
週
火
曜
日
、
但
し
祝
日
は
除
く
）

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
　
10
:0
0～

11
:3
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
13
:3
0
～
15
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0
～
11
:3
0

ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
10
:0
0
～
15
:0
0

第
16
回
企
画
展
展
示
関
連
講
演
会

「
近
代
版
画
の
技
法
に
つ
い
て
」

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
13
:3
0
～

就
学
前
児
童
健
康
診
断

　
大
山
崎
小

　
13
:1
5
～
13
:4
5 
受
付

ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

　
町
内
一
円
　
15
:0
0
～

健
康
相
談
（
60
歳
以
上
対
象
）

　
長
寿
苑
　
9:
30
～
11
:3
0

暮
ら
し
と
事
業
の
行
政
相
談

　
役
場
１
階
　
13
:3
0
～
16
:3
0

子
育
て
相
談

　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

園
庭
開
放

　
各
保
育
所
　
10
:0
0
～
11
:3
0

道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町
内
一
円
　
9:
00
～
17
:0
0

　
前
日
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
経
済
環
境
室
　
8:
30
～
11
:0
0

　（
毎
週
火
曜
日
、
但
し
祝
日
は
除
く
）

子
育
て
相
談
　
各
保
育
所
　
9:
00
～
16
:0
0

園
庭
開
放
　
各
保
育
所
　
10
:0
0～

11
:3
0

自
治
記
念
式
典

　
中
央
公
民
館
　
10
:0
0
～

長
寿
苑
文
化
祭

　
長
寿
苑
　
10
:0
0
～
15
:0
0

お
お
や
ま
ざ
き
産
業
ま
つ
り

　
役
場
周
辺
　
10
:0
0
～
15
:0
0

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
桂
川
河
川
敷
公
園

　
9:
00
～

　（
予
備
日
16
日
）

健
康
相
談
(6
0歳
以
上
対
象
)

 長
寿
苑
 9
:3
0
～
11
:3
0

映
画
鑑
賞
会
(6
0歳
以
上
対
象
)

 長
寿
苑
 1
3:
00
～

キ
リ
絵
特
別
講
習
会

(6
0歳
以
上
対
象
)

　
長
寿
苑
　
9:
30
～
15
:0
0

就
学
前
児
童
健
康
診
断

　
第
二
大
山
崎
小

　
13
:1
5
～
13
:4
5 
受
付

第
二
大
山
崎
小
学
校
公
開
日

建
物
探
訪
「
大
山
崎
山
荘
　

名
建
築
が
語
り
か
け
る
も
の
」

　
歴
史
資
料
館
・
大
山
崎
山
荘

　
13
:0
0
～
16
:0
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
な
ご
み
の
郷
　
13
:0
0～

15
:0
0

大
山
崎
小
・
第
二
大
山
崎
小
公
開
日

サ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

(6
0歳
以
上
対
象
)

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
１
0:
00
～
11
:3
0

建
物
探
訪
「
大
山
崎
山
荘
　
名

建
築
が
語
り
か
け
る
も
の
」

　
歴
史
資
料
館
・
大
山
崎
山
荘

　
13
:0
0
～
16
:0
0

心
配
ご
と
相
談（
福
祉・
子
育
て・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室
　
13
:3
0～

15
:3
0

秋
の
歩
こ
う
会（
60
歳
以
上
対
象
）

　
交
野
ほ
し
だ
園
地

　
9:
50
～
15
:0
0

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
役
場
第
１
会
議
室

　
13
:3
0
～
15
:3
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
下
植
野
集
会
所

　
13
:3
0
～
15
:3
0

心
配
ご
と
相
談

（
福
祉
・
子
育
て
・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室

　
13
:3
0
～
15
:3
0

サ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ビ
ク
ス
教
室

（
60
歳
以
上
対
象
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0～
11
:3
0

ワ
ン
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
乙
訓
保
健
所
　
13
:3
0
～
15
:0
0

心
配
ご
と
相
談

（
福
祉
・
子
育
て
・
行
政
・
人
権
）

　
な
ご
み
の
郷
相
談
室

　
13
:3
0
～
15
:3
0

無
料
法
律
相
談

　
役
場
１
階
相
談
室
　
13
:3
0～
16
:3
0

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　
13
:3
0
～
15
:3
0

※
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
　
8:
30
～
12
:0
0

長
寿
苑
文
化
祭

　
長
寿
苑
　
10
:0
0
～
15
:0
0

※
学
校
開
放
（
運
動
場
）

　
第
二
小
　
　
8:
30
～
12
:0
0

天
王
山
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

　
山
崎
聖
天
桜
の
広
場
　
8:
45
～
12
:0
0

い
き
い
き
朝
市
　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

合
氣
道
ひ
ろ
ば
　
町
体
育
館
　
14
:0
0
～
16
:0
0

速
報
展
「
倭
人
の
ム
ラ
を
掘
る
」

関
連
事
業
ス
ラ
イ
ド
報
告
と
講
演
会
　

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
16
:3
0

天
王
山
森
の
学
校
　
天
王
山
・
宝
積
寺
　
13
:3
0
～

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
町
体
育
館
　
18
:0
0
～
20
:0
0

※
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大
山
崎
小
・
第
二
小
　
8:
30
～
12
:0
0（
第
二
小
は
運
動
場
の
み
）

い
き
い
き
朝
市
　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

楽
し
い
パ
ン
作
り
　
中
央
公
民
館
　
10
:0
0
～
12
:0
0

連
続
講
演
会
「
三
川
合
流
工
事
の
変
遷
と
大
山
崎
」

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

合
氣
道
ひ
ろ
ば
　
町
体
育
館
　
14
:0
0
～
16
:0
0

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
　
大
山
崎
小
　
18
:0
0～
20
:0
0

い
き
い
き
朝
市
　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

第
19
回
乙
訓
地
方
小
学
生
駅
伝
大
会

　
大
山
崎
小
～
向
日
市
民
体
育
館
　
13
:3
0
～

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
大
山
崎
小
　
18
:0
0
～
20
:0
0

い
き
い
き
朝
市
　
円
明
寺
脇
山
広
場
　
9:
00
～
売
切
れ

合
氣
道
ひ
ろ
ば
　
町
体
育
館
　
14
:0
0
～
16
:0
0

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
に
ト
ラ
イ

　
中
央
公
民
館
　
10
:0
0
～
11
:3
0

危
な
い
！
前
が
見
え
な
い

!
譲
り
渡
し
、
譲
り
受
け
は
無
料

で
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
20
日
月
現
在
の
登
録
状
況

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
譲
り
ま
す
】

○
木
製
イ
ー
ゼ
ル

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

○
子
ど
も
用
２
人
乗
り
バ
ギ
ー

○
ソ
フ
ト
プ
レ
イ
ジ
ム

○
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

問
=
経
済
環
境
室

　
☎
95
6‒
21
01
（
内
24
5）

町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
と
共
同
で
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
災
害
時
の
避
難
に
支
援
が
必
要
な

方
の
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
台
帳
は
、
災
害
時
の

安
否
確
認
や
避
難
所
へ
の
避
難
の
支
援
に
使
い
ま
す
。
町
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
推
進
室
　
☎
95
6‒
21
01
（
内
15
1）

　
詳
細
は
本
誌
10
月
号
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
☎
95
6‒
21
01
（
内
25
1･
25
6）

町
民
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

災
害
時
要
援
護
者
の
台
帳
を
作
成し
て
い
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
 申
込
受
付
中
 ！


